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一　
〈
文
学
交
流
〉
の
視
点
か
ら
桜
と
〈
無
常
感
〉
を
考
え
る

　

日
本
人
は
花
の
中
で
も
と
り
わ
け
桜
を
好
ん
で
い
る
。
春
に
な
る
と
、

多
く
の
日
本
人
が
桜
の
開
花
を
待
ち
焦
が
れ
、
花
が
咲
く
と
心
を
浮
き
立

た
せ
て
「
お
花
見
」
へ
と
繰
り
出
す
。
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
桜
は
日
本
人
の
心

を
捉
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

桜
を
愛
好
す
る
の
は
日
本
人
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
中
東
欧
の
セ

ル
ビ
ア
の
詩
人
ミ
ロ
シ
ュ
・
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ーМ

илош
 Ц

рњ
ански

（
一
八
九
三
～
一
九
七
七
）（
図
）
は
、
翻
訳
詩
集
『
日
本
の
古
歌
』П

есме 
ст

арог Јапана : Ант
ологија

（
一
九
二
八
）
に
、
桜
の
花
を
詠
ん
だ
日
本

の
古
典
詩
歌
を
数
多
く
取
り
上
げ
、
自
分
自
身
の
詩
に
も
桜
の
花
を
詠
み

込
ん
だ
。
さ
ら
に
『
日
本
の
古
歌
』
に
強
く
心
動
か
さ
れ
た
女
性
詩
人
イ

ス
ィ
ド
ラ
・
セ
ク
リ
ッ
チИ

сидора С
екулић

（
一
八
七
七
～
一
九
五
八
）
も

桜
の
花
に
心
を
寄
せ
た（

（
（

。
な
ぜ
、
日
本
の
桜
の
文
学
が
セ
ル
ビ
ア
の
詩
人

た
ち
の
心
を
惹
き
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

日
本
人
と
セ
ル
ビ
ア
の
詩
人
た
ち
が
桜
に
心
惹
か
れ
る
こ
と
の
根
底
に

は
、
桜
の
花
が
抱
か
せ
る
〈
無
常
感
〉sense of im

perm
anence

（
宗
教

的
に
構
築
さ
れ
た
、〈
無
常
〉
か
ら
の
離
脱
を
目
的
と
す
る
〈
無
常
観
〉
で
は
な
く
、〈
無

常
〉
に
対
す
る
悲
痛
な
感
情
）
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
華
麗
に
咲
き
誇
り
、

け
れ
ど
も
た
ち
ま
ち
に
散
り
ゆ
く
桜
の
花
に
、
人
々
は
生
々
流
転
し
て
止

ま
な
い
こ
の
世
界
の
あ
り
よ
う
を
見
、
有
限
の
時
間
を
ひ
た
む
き
に
生
き

る
桜
の
花
を
愛
お
し
ん
で
き
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
〈
無
常
感
〉
を
日
本

で
は
い
つ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
う
し
た
疑
問
を
解
く
手
が
か
り
と
な
る
の
が
、
日
本
文
学
に
お
け
る

桜
愛
好
の
出
発
点
で
あ
る
、

日
本
最
古
の
歌
集『
萬
葉
集
』

（
八
世
紀
末
成
立
）
で
あ
る
。

本
稿
は
、〈
文
学
交
流
〉
の

視
点
に
立
っ
て
、
ツ
ル
ニ
ャ

ン
ス
キ
ー
の
〈
桜
の
哲
学
〉

『
萬
葉
集
』
の
桜
と
〈
無
常
感
〉
に
つ
い
て小　
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（Wikimedia Com- 
mons による）
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と
比
較
し
つ
つ
、『
萬
葉
集
』
に
お
け
る
桜
と
〈
無
常
感
〉
に
つ
い
て
考

察
す
る
。

　
〈
文
学
交
流
〉
の
視
点
と
は
、
異
な
る
国
・
地
域
・
民
族
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ

（
血
縁
ま
た
は
先
祖
・
言
語
・
宗
教
・
生
活
習
慣
・
文
化
な
ど
を
共
有
し
て
い
る
と
意
識

し
て
い
る
集
団
（
（
（

）
の
文
学
が
交
わ
る
中
間
領
域
に
注
目
し
、
そ
れ
ら
を
〈
双

方
向
〉
的
に
捉
え
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
異
な
る
国
・
地
域
・
民
族
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
文
学
の
〈
双
方

向
〉
的
な
比
較
を
通
し
て
、
異
な
る
言
語
・
文
化
の
相
互
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
め
ざ
す
。
そ
の
比
較
は
、
一
対
一
で
終
わ
ら
ず
、
複
数
の
比
較
を

掛
け
合
わ
せ
て
、〈
多
方
向
〉
的
な
理
解
へ
と
向
か
う
。
そ
し
て
、
そ
の

中
で
、
自
然
と
人
間
の
関
係
、〈
戦
争
〉
と
〈
平
和
〉、
貧
困
、
人
間
の
尊

厳
と
〈
自
由
〉、
宗
教
的
寛
容
、
近
代
化
と
伝
統
文
化
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
人
間
、
生
と
死
な
ど
、
人
間
の
普
遍
的
な
問
題
の
考
察

を
進
め
る
の
で
あ
る（

（
（

。

　

す
な
わ
ち
、
本
稿
は
、『
萬
葉
集
』
の
桜
愛
好
と
〈
無
常
感
〉
を
〝
日

本
人
特
有
の
感
性
〟
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く（

（
（

、
古
代
日
本
と
近
代
セ

ル
ビ
ア
と
い
う
大
き
な
時
空
の
隔
た
り
を
超
え
、
萬
葉
歌
人
と
ツ
ル
ニ
ャ

ン
ス
キ
ー
が
ど
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
共
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に

〈
無
常
〉
と
い
う
人
間
の
普
遍
的
問
題
に
立
ち
向
か
っ
た
か
を
問
う
。

　

そ
れ
は
ま
た
、
萬
葉
歌
人
や
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
の
思
想
的
営
み
を
〝
過

去
〟
の
出
来
事
と
し
て
辿
る
こ
と
で
は
な
く
、
彼
ら
と
同
じ
く
、
死
を
避

け
ら
れ
ず
、
ま
た
今
激
し
く
流
転
す
る
時
代
を
生
き
、
さ
ら
に
い
つ
か
は

地
球
も
太
陽
系
も
滅
び
る
と
い
う
有
限
の
時
間
の
中
の
存
在
で
あ
る
私
た

ち
が
、
ど
う
生
き
る
か
と
い
う
手
が
か
り
を
そ
こ
か
ら
得
る
こ
と
で
も
あ
る（

（
（

。

二　

ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
の
〈
桜
の
哲
学
〉

　

ま
ず
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
の
〈
桜
の
哲
学
〉
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

山
崎
佳
代
子
に
よ
れ
ば
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
、「
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー

を
は
じ
め
戦
争
の
悲
惨
を
経
験
し
た
若
者
た
ち
が
担
い
手
と
な
り
」、
セ

ル
ビ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
運
動
が
起
こ
り
、
そ
の
中
で
「
異
郷
」
と

し
て
の
東
洋
へ
の
憧
れ
が
抱
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う（

（
（

。

　

一
四
世
紀
以
来
、
セ
ル
ビ
ア
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
い

う
二
つ
の
大
国
の
狭
間
で
、
厳
し
い
歴
史
を
体
験
し
て
き
た
。
ツ
ル
ニ
ャ

ン
ス
キ
ー
が
青
年
期
を
送
っ
た
二
〇
世
紀
初
頭
は
、
そ
の
中
で
も
特
に
、

セ
ル
ビ
ア
が
歴
史
に
激
し
く
翻
弄
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。

　

一
九
一
四
年
、
ボ
ス
ニ
ア
の
サ
ラ
イ
ェ
ヴ
ォ
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ

ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
皇
位
継
承
者
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
が
、
帝

国
か
ら
の
独
立
を
め
ざ
す
グ
ル
ー
プ
「
青
年
ボ
ス
ニ
ア
」
の
セ
ル
ビ
ア
人

ガ
ヴ
リ
ロ
・
プ
リ
ン
ツ
ィ
プ
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
。
こ
の
事
件
を
発
端

と
す
る
第
一
次
世
界
大
戦
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
と

戦
っ
た
セ
ル
ビ
ア
は
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。
一
九
一
八
年
、
戦
勝
国

と
な
っ
た
セ
ル
ビ
ア
は
「
セ
ル
ビ
ア
人
・
ク
ロ
ア
チ
ア
人
・
ス
ロ
ヴ
ェ
ニ

ア
人
王
国
」
と
し
て
独
立
を
果
た
し
た
が
、
ま
も
な
く
王
国
内
部
で
厳
し

い
民
族
対
立
が
起
こ
る
。

　

ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
時
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
学

生
で
あ
っ
た
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
領
内
の
セ
ル
ビ
ア
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人
と
し
て
ガ
リ
ツ
ィ
ア
戦
線
に
送
ら
れ
、
ロ
シ
ア
と
戦
っ
た
。
戦
場
で
肺

の
病
に
罹
り
、
ウ
ィ
ー
ン
の
病
院
に
後
送
さ
れ
終
戦
を
迎
え
る（

（
（

。

　

戦
後
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
バ
ン
ギ
ャ
ル
ド
運
動

を
受
け
て
、「
ス
マ
ト
ラ
イ
ズ
ム
」（「
ス
マ
ト
ラ
」
は
「
異
郷
」
の
地
名
）
を
提

唱
す
る
。
山
崎
は
そ
の
特
徴
を
、「
喧
騒
で
は
な
く
静
寂
、
都
会
で
は
な

く
自
然
に
満
ち
た
森
、
苛
立
ち
や
憎
悪
で
は
な
く
安
ら
ぎ
と
歓
び
を
求
め

る
と
こ
ろ
」
に
あ
る
と
し
た
上
で
（
傍
線
は
引
用
者
。
以
下
同
）、

［
…
］
中
国
お
よ
び
日
本
の
伝
統
詩
歌
の
翻
訳
と
い
う
体
験
を
通
じ

て
、
老
子
の
「
無
」
の
思
想
、
無
常
の
表
象
で
あ
る
「
桜
の
花
」
を

織
り
込
み
、
霧
や
光
、
エ
ー
テ
ル
の
よ
う
な
明
確
な
形
を
と
も
な
わ

ぬ
モ
テ
ィ
ー
フ
を
ち
り
ば
め
、
詩
人
は
形
而
上
的
な
世
界
を
提
示
し

た
の
だ
っ
た（

（
（

。

と
指
摘
す
る
。

　

桜
の
花
が
〈
無
常
の
表
象
〉
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
の
が
、

『
日
本
の
古
歌
』
の
巻
頭
に
置
か
れ
た
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
自
身
に
よ
る

ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。

О
 треш

њ
ев цвете,

како си сличан ж
ивоту.�

（Ц
рњ

ански 1990

：3

）

桜
の
花
よ
、
お
ま
え
は
命
に
な
ん
と
そ
っ
く
り�

〔
山
崎
訳（

（
（

〕

山
崎
に
よ
れ
ば
、
セ
ル
ビ
ア
語
の
「
命
」（ж

ивот

）
は
「
英
語
や
ロ
シ

ア
語
と
同
様
、
生
命
、
人
生
、
生
活
と
三
つ
の
意
味
を
重
ね
も
つ（

（1
（

」
と
い

う
。『
日
本
の
古
歌
』
は
こ
の
捉
え
方
に
沿
っ
て
、
桜
の
花
の
和
歌
や
俳

句
な
ど
の
セ
ル
ビ
ア
語
訳
（
英
、
仏
、
独
の
翻
訳
書
か
ら
の
重
訳
）
を
挙
げ
る
。

そ
の
平
安
時
代
の
章
の
末
尾
に
は
「
い
ろ
は
歌
」
を
挙
げ
、「
全
く
仏
教

的
で
あ
り
、
悲
観
的
で
あ
る
が
、
無
常
の
喜
び
を
と
も
な
っ
て
い
る
」

（Ц
рњ

ански 1990

：39

）（
（1
（

と
い
う
注
目
す
べ
き
発
言
を
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
山
崎
は
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
が
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
重

要
な
詩
「
ス
ト
ラ
ジ
ロ
ヴ
ォ
」„Страж

илово“

、「
パ
リ
か
ら
の
書
簡
」

„П
осланица из П

ариза“

、「
野
辺
送
り
」„П

оворка“

、「
セ
ル
ビ
ア
」

„С
ербиа“

な
ど
に
お
い
て
、
桜
の
花
が
、
現
実
を
離
れ
た
夢
の
世
界
で
の

安
ら
ぎ
、
あ
る
い
は
死
後
の
世
界
の
表
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す

る
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
セ
ル
ビ
ア
の
運
命
を
憂
え
て
同
胞
に
語
り
か

け
る
「
パ
リ
か
ら
の
書
簡
」
の
一
節
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。

お
ま
え
た
ち
の
身
体
は
消
え
失
せ

血
は
薄
く
、
薄
く
な
り

言
葉
も
な
く
口
づ
け
す
る
だ
ろ
う

桜
の
花
弁
の
そ
の
先
に

�

（Ц
рњ

ански 1993

：83

）〔
山
崎
訳（

（1
（

〕

　

改
め
て
『
日
本
の
古
歌
』
の
桜
の
花
を
詠
ん
だ
古
典
詩
歌
や
、ツ
ル
ニ
ャ

ン
ス
キ
ー
の
詩
を
見
る
と
、
小
野
小
町
の
歌
（
古
今
集
・
春
下
・
一
一
三
）
や

紀
友
則
の
歌
（
同
・
春
下
・
八
四
）、「
い
ろ
は
歌
」
な
ど
の
〈
う
つ
ろ
う
花
〉

も
見
え
る
が
、
そ
の
多
く
は
〈
咲
き
匂
う
花
〉
で
あ
る
。「
パ
リ
か
ら
の

書
簡
」
の
末
尾
で
は
、
生
命
感
に
満
ち
た
、
花
咲
く
桜
の
樹
々
の
行
進
さ
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え
歌
わ
れ
て
い
る
。

あ
と
か
ら
僕
は
桜
に
出
会
い

　
　

そ
し
て
縦
笛
の
よ
う
に
、
奏
で
た

　
　

青
い
小
川
を
。

　
（
…
…
）

そ
し
て
ゆ
っ
く
り
集
ま
っ
た
、
四
方
か
ら

花
さ
く
桜
は
、
列
を
組
み

僕
と
と
も
に
歩
み
出
す
、
歩
み
出
す

�
（Ц

рњ
ански 1993

：85

）〔
山
崎
訳（

（1
（

〕

　

ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
、
う
つ
ろ
う
こ
と
を
宿
し
な
が
ら
咲
き
匂
う
桜

の
花
を
全
面
的
に
肯
定
し
た
の
で
あ
る
。「
無
常
の
喜
び
」
と
い
う
こ
と

ば
に
も
明
瞭
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
桜
の
花
が
表
象
す
る
〈
無
常
〉
は

決
し
て
否
定
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
仏
教
者
た
ち
が
〈
無
常
〉
か

ら
の
離
脱
を
め
ざ
し
た
の
に
対
し
て
、
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
は
〈
無
常
〉

で
あ
る
桜
の
花
の
「
命
」
を
拠
り
所
と
し
て
、
激
し
く
揺
れ
動
く
セ
ル
ビ

ア
の
現
実
社
会
の
〈
無
常（

（1
（

〉
を
生
き
抜
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
の
〈
無
常
感
〉
は
、感
傷
や
詠
嘆
か
ら
遠
く
、〈
桜

の
哲
学
〉
と
言
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

三　
〈
山
の
花
〉
と
し
て
の
桜

　

次
に
、『
萬
葉
集
』
の
桜
の
花
を
検
討
し
た
い
。
先
行
研
究
で
は
、
民

俗
学
的
視
点
か
ら
、『
萬
葉
集
』
の
桜
の
花
の
捉
え
方
の
基
層
に
は
、「
稲

の
花
の
先
触
れ
」
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
と
い
う
説
明
が
広
く
見
ら
れ
る（

（1
（

。

し
か
し
、
本
稿
で
は
『
萬
葉
集
』
の
表
現
そ
の
も
の
か
ら
桜
の
花
に
つ
い

て
考
え
た
い
。

　
『
萬
葉
集
』
の
桜
の
花
の
表
現
に
つ
い
て
ま
ず
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
前
期
萬
葉
（
七
世
紀
後
半
）・
後
期
萬
葉
（
八
世
紀
前
半
）
を

通
じ
て
、〈
山
の
花
〉
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る（

（1
（

。

　

現
代
日
本
で
最
も
愛
好
さ
れ
て
い
る
桜
の
花
は
「
染そ
め

井い

吉よ
し

野の

」 Cerasus

×yedoensis ʻSom
ei-yoshino

（
（1
（ʼ

で
あ
る
。
今
日
、
神
社
や
寺
院
、
公
園
、
街

路
樹
、
川
の
堤
防
の
樹
木
、
庭
木
な
ど
と
し
て
生
活
空
間
の
身
近
な
と
こ

ろ
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
染
井
吉
野
」
は
、
日
本
自
生
種
オ
オ
シ
マ

ザ
ク
ラ
と
エ
ド
ヒ
ガ
ン
の
自
然
交
配
に
よ
っ
て
生
ま
れ
、
江
戸
時
代
末
に

売
り
出
さ
れ
、明
治
時
代
初
期（
一
九
世
紀
後
半
）に
全
国
に
広
ま
っ
た（

（1
（

。「
染

井
吉
野
」
は
葉
が
出
る
前
に
、
薄
紅
の
花
が
密
集
し
て
咲
く
。〈
花
〉
だ

け
を
純
化
し
た
よ
う
な
さ
ま
が
、
近
代
日
本
人
の
心
を
強
く
惹
き
つ
け
た

の
で
あ
ろ
う
。

　
「
染
井
吉
野
」
流
行
以
前
に
一
般
的
で
あ
っ
た
桜
の
種
は
、
ヤ
マ
ザ
ク

ラCerasus jam
asakura （Siebold ex K

oidz.

） H.O
hba

、
エ
ド
ヒ
ガ
ンCerasus 

itosakura

（Siebold

）Masam
. et S. Suzuki var. itosakura f. ascendens

（M
akino

） 

H
. O

hba et H
. Ikeda

、
カ
ス
ミ
ザ
ク
ラCerasus leveilleana （K

oehne

） H.O
hba

、

チ
ョ
ウ
ジ
ザ
ク
ラCerasus apetala （Siebold &

 Zucc.

） H.O
hle ex H

.O
hba var 

tetsuyae H
.ohba 

な
ど
で
あ
る
。
樹
木
学
・
植
物
分
類
学
・
森
林
生
態
学

者
の
勝
木
俊
雄
は
、
生
育
す
る
標
高
や
、
縄
文
時
代
か
ら
人
々
の
生
活
に

密
着
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、『
萬
葉
集
』
の
時
代
に
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詠
ま
れ
た
桜
の
生
物
学
的
種
は
、「
厳
密
に
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
大
部
分
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る（

（1
（

」
と
言
う
。

　

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
は
山
地
に
自
生
、
赤
茶
色
の
葉
の
芽
吹
き
と
と
も
に
開
花

し
、
花
の
色
は
白
か
ら
薄
紅
色
で
あ
る
。
山
地
で
は
群
落cluster

を
作

ら
ず
、
そ
の
咲
く
さ
ま
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
球
野
外
塾
代
表
の
海
老
澤
一

彦
は
、「
必
ず
、
一
定
の
距
離
を
お
い
て
点
在
し
て
い
て
、
花
盛
り
の
と

き
に
は
そ
れ
を
遠
望
す
る
と
あ
た
か
も
リ
ズ
ム
を
奏
で
て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す（

（2
（

」
と
描
写
し
て
い
る
。

　

萬
葉
歌
人
た
ち
も
、
春
の
緑
の
山
に
、
明
か
り
を
灯
し
た
よ
う
に
見
え

る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
に
注
目
し
て
、
次
の
よ
う
な
歌
を
詠
ん
で
い
る
（
こ
れ
以
降
、

『
萬
葉
集
』
の
桜
を
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
し
て
論
述
を
進
め
る
）。

1�　

や
す
み
し
し　

わ
が
大お
ほ

君き
み　

［
…
］　

登
り
立
ち　

国く
に

見み

を
せ
せ
ば　

た
た
な
は
る　

青あ
お

垣か
き

山や
ま　

や
ま
つ
み
の　

奉ま
つ

る
御み

調つ
き

と　

春
へ
に
は　

花
か
ざ
し
持
ち　

秋
立
て
ば　

黄も
み
ち葉
か
ざ
せ
り
［
…
］

�

（
巻
一
・
三
九　

柿
か
き
の

本も
と
の

人ひ
と

麻ま

呂ろ

〈
前
期
萬
葉
〉）

2�　

う
ち
な
び
く　

春
来き

た

る
ら
し　

山
の
際ま

の　

遠
き　

木こ

末ぬ
れ

の　

咲

き
行ゆ

く
見
れ
ば�

（
巻
八
・
一
四
二
二　

尾お

張わ
り

〔
名
不
明
〕〈
後
期
萬
葉
〉）

3�　

あ
し
ひ
き
の　

山
の
際ま

照
ら
す　

桜
さ
く
ら

花ば
な　

こ
の
春は
る

雨さ
め

に　

散
り
行ゆ

か
む
か
も�

（
巻
一
〇
・
一
八
六
四　

作
者
未
詳
〈
後
期
萬
葉
〉）

　

1
の
歌
は
吉
野
離
宮
を
讃
え
る
歌
。
宮
殿
近
く
の
山
に
咲
く
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
の
花
を
、
山
の
神
が
髪
に
挿
し
て
天
皇
に
献
上
す
る
捧
げ
も
の
と
表
現

し
て
い
る
。
2
の
歌
は
、
山
に
咲
く
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
を
都
（
平
城
京
）

か
ら
遠
望
し
た
歌
。
日
当
た
り
の
よ
い
枝
先
が
開
花
し
、
そ
れ
が
麓
か
ら

山
頂
へ
と
登
り
始
め
て
い
る
こ
と
に
、
春
到
来
を
実
感
し
て
い
る
。
3
の

歌
も
都
か
ら
山
を
遠
望
し
て
い
る
。
山
と
山
の
重
な
る
と
こ
ろ
で
、
明
か

り
が
灯
っ
た
よ
う
に
周
囲
を
明
る
く
し
て
い
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
を
印
象

鮮
や
か
に
描
い
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
春
雨
に
散
る
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る

の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
歌
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
美
し
さ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
実
現

し
て
い
る
〈
山
の
力
〉
を
も
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

　
〈
山
の
力
〉
は
、『
萬
葉
集
』
に
お
け
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
の
表
現
に
も

窺
う
こ
と
が
で
き
る
。『
萬
葉
集
』
に
は
多
く
の
種
類
の
花
の
歌
が
見
ら

れ
る
が
、
桜
は
、
他
の
花
以
上
に
、
咲
き
こ
ぼ
れ
る
ほ
ど
に
満
開
と
な
る

様
子
が
歌
わ
れ
る
。

4�　

天あ

降も

り
つ
く　

天あ
め

の
香か

具ぐ

山や
ま　

霞
立
つ　

春
に
至
れ
ば　

松
風
に　

池い
け

波な
み

立
ち
て　

桜
さ
く
ら

花ば
な　

木こ

の
暗く

れ

繁し
げ

に　

沖お
き

辺へ

に
は　

鴨か
も

妻つ
ま

呼よ

ば
ひ　

辺へ

つ
へ
に　

あ
ぢ
群む
ら

騒さ
わ

き
［
…
］

�

（
巻
三
・
二
五
七　

鴨
か
も
の

足た
る

人ひ
と

〈
前
期
萬
葉
〉）

5�　

白し
ら

雲く
も

の　

竜た
つ

田た

の
山
の　

滝た
き

の
上う
へ

の　

小を

按ぐ
ら

の
嶺み
ね

に　

咲
き
を
を

る　

桜
の
花
は　

山や
ま

高た
か

み　

風
し
止
ま
ね
ば　

春は
る

雨さ
め

の　

継つ

ぎ
て
し

降
れ
ば　

上ほ
つ

枝え

は　

散
り
過
ぎ
に
け
り
［
…
］

�

（
巻
九
・
一
七
四
七　

高た
か

橋は
し
の

虫む
し

麻ま

呂ろ

〈
後
期
萬
葉
〉）

　

4
の
歌
は
、
天
武
天
皇
の
皇
子
・
高た
け
ち
の市
皇み

子こ

（
六
五
四
～
六
九
六
）
の
宮

殿
の
庭
園
の
様
子
を
鴨
足
人
（
生
没
年
未
詳
）
が
詠
ん
だ
歌
。
こ
の
ヤ
マ
ザ



─ 6 ─

ク
ラ
は
庭
園
に
も
植
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。「
木こ

の
暗く
れ

繁し
げ

に
」
は
、
木
蔭

が
暗
く
な
る
ほ
ど
茂
り
咲
い
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
た
わ
わ
に
咲

く
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
は
、
今
は
亡
き
高
市
皇
子
の
宮
殿
の
か
つ
て
の
繁
栄

の
日
々
を
象
徴
し
て
い
る
。

　

宮
殿
の
繁
栄
を
讃
え
、
ま
た
宮
殿
の
主
の
力
の
大
き
さ
を
示
す
た
め
に

宮
殿
近
く
の
「
山
」
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
を
歌
う
こ
と
は
、
1
の
人
麻
呂

の
歌
を
は
じ
め
、『
萬
葉
集
』
に
多
く
見
ら
れ
る
。
4
の
歌
は
そ
の
派
生

形
と
見
ら
れ
る
。
宮
殿
の
庭
園
に
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
植
え
る
こ
と
は
、〈
山

の
力
〉
を
宮
殿
の
よ
り
近
く
に
引
き
寄
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

5
の
歌
は
藤ふ
じ

原わ
ら
の

宇う
ま

合か
い

（
六
九
四
～
七
三
七
）
ら
高
位
の
貴
族
た
ち
が
平
城

京
か
ら
難な
に
わ波

（
現
在
の
大
阪
お
よ
び
そ
の
周
辺
）
に
下
っ
た
と
き
、
付
き
従
っ

た
高
橋
虫
麻
呂
（
生
没
年
未
詳
。
七
三
二
年
生
存
）
が
、
奈
良
か
ら
難
波
に
出

る
境
界
の
地
・
竜
田
山
で
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。「
咲
き
を
を
る
」
は
、
花

が
溢
れ
ん
ば
か
り
に
咲
い
て
枝
が
た
わ
む
こ
と
を
言
う
。
こ
の
歌
で
は
、

咲
き
こ
ぼ
れ
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
も
、
竜
田
山
の
強
い
風
と
春
雨
に
遭
っ

て
、
上
の
枝
が
散
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
嘆
く
。
省
略
し
た
続
き
の
部
分

で
は
、
残
っ
て
い
る
下
の
枝
の
花
が
、
宇
合
た
ち
が
帰
っ
て
く
る
ま
で
散

ら
ず
に
い
て
ほ
し
い
と
願
う
。
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
の
命
に
旅
の
幸
い
を
託

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

4
・
5
の
歌
が
示
す
よ
う
に
、
萬
葉
歌
人
た
ち
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
の

咲
き
こ
ぼ
れ
る
ば
か
り
の
旺
盛
な
生
命
力
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
。

四　

う
つ
ろ
う
桜
の
花

　

萬
葉
歌
人
た
ち
は
前
期
萬
葉
・
後
期
萬
葉
を
通
じ
て
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の

花
に
〈
山
の
力
〉
の
発
現
を
見
て
い
た
が
、
後
期
萬
葉
で
は
、
花
が
散
る

こ
と
へ
の
不
安
や
嘆
き
が
広
く
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
る（

（2
（

。

　

た
だ
し
、
後
期
萬
葉
で
散
る
こ
と
へ
の
不
安
や
嘆
き
が
歌
わ
れ
る
よ
う

に
な
る
の
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
梅 Chinese 

plum

、
卯
の
花 lily of the valley

、
萩 bush clover

な
ど
他
の
花
で

も
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
だ
け
は
花

期
の
短
さ（

（2
（

へ
の
嘆
き
が
歌
わ
れ
る
（
二
重
傍
線
は
引
用
者
。
以
下
同
）。

6�　

あ
し
ひ
き
の　

山や
ま

桜さ
く
ら

花ば
な　

日ひ

並な
ら

べ
て　

か
く
咲
き
た
ら
ば　

は

だ
恋
ひ
め
や
も�

（
巻
八
・
一
四
二
五　

山や
ま

部べ
の

赤あ
か

人ひ
と

〈
後
期
萬
葉
〉）

7�　

桜
さ
く
ら

花ば
な　

時
は
過
ぎ
ね
ど　

見
る
人
の　

恋
の
盛
り
と　

今
し
散
る

ら
む�

（
巻
一
〇
・
一
八
五
五　

作
者
未
詳
〈
後
期
萬
葉
〉）

　

6
の
歌
は
〝
何
日
も
こ
の
よ
う
に
咲
い
た
な
ら
ば
、
ひ
ど
く
恋
し
く
は

思
わ
な
い
だ
ろ
う
〟
と
、
花
期
の
短
い
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
に
、
つ
れ
な
く

去
っ
て
ゆ
く
恋
人
に
対
す
る
よ
う
な
嫌
み
を
言
っ
て
い
る
。「
か
く
」
は
、

赤
人
の
眼
前
に
あ
る
、
咲
き
こ
ぼ
れ
る
花
の
姿
を
想
起
さ
せ
る
。

　

7
の
歌
は
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
は
盛
り
の
時
期
を
過
ぎ
て
い
な
い
の
に
、

今
が
見
る
の
人
の
愛
着
の
絶
頂
と
思
っ
て
散
り
急
ぐ
の
だ
ろ
う
と
推
測
し

て
い
る
。
心
の
動
き
を
見
透
か
す
、
意
地
の
悪
い
恋
人
の
よ
う
に
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
の
花
を
恨
ん
で
い
る
。
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あ
た
か
も
恋
人
に
対
し
て
嫌
み
や
恨
み
を
述
べ
る
よ
う
な
こ
れ
ら
の
歌

の
背
後
に
は
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
咲
き
こ
ぼ
れ
る
花
に
惹
き
付
け
ら
れ
て
止

ま
な
い
心
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
後
期
萬
葉
で
は
、
こ
の
よ
う
な
花
期
の
短
さ
に
、
人
間
の
は

か
な
さ
を
重
ね
る
歌
も
し
ば
し
ば
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
典
型
が

巻
一
六
の
「
桜
さ
く
ら

児こ

」
と
い
う
名
の
女
性
を
め
ぐ
る
物
語
で
、
桜
児
に
恋
し

た
ふ
た
り
の
若
者
が
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
こ
の
物
語
で
は
、
6
・
7
歌
の

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
、
実
際
に
人
間
の
女
性
と
な
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
物
語
の
梗
概
は
以
下
。
ふ
た
り
の
若
者
が
桜
児
に
求
婚
し
て
、
命

を
か
け
て
闘
う
こ
と
に
な
っ
た
。
桜
児
は
自
分
が
死
ぬ
こ
と
で
し
か
こ
の

闘
い
を
止
め
ら
れ
な
い
と
言
い
、
林
に
入
り
樹
に
頸
を
吊
っ
て
命
を
絶
つ
。

ふ
た
り
は
血
の
涙
を
流
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
歌
を
詠
ん
だ
。

8�　

春
さ
ら
ば　

か
ざ
し
に
せ
む
と　

あ
が
思お
も

ひ
し　

桜
の
花
は　

散

り
行ゆ

け
る
か
も　
そ
の
一�
（
巻
一
六
・
三
七
八
六
）

9�　

妹い
も

が
名
に　

か
け
た
る
桜　

花
咲
か
ば　

常つ
ね

に
や
恋
ひ
む　

い
や

年と
し

の
は
に　
そ
の
二�

（
巻
一
六
・
三
七
八
七
）

　

8
の
歌
の
「
か
ざ
し
」
は
、
1
の
歌
の
「
花
か
ざ
し
持
ち
」
を
参
考
に

す
る
と
、
咲
き
誇
り
、
生
命
力
に
満
ち
て
い
る
花
を
髪
に
挿
す
こ
と
を
言

う
。
そ
れ
が
、
こ
の
歌
で
は
桜
児
を
妻
に
す
る
こ
と
の
比
喩
と
な
っ
て
い

る
。
し
か
し
そ
れ
は
叶
わ
な
か
っ
た
と
、
若
者
は
嘆
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
が
花
び
ら
と
な
っ
て
散
り
、「
か
ざ
し
」
に
で

き
な
く
な
っ
た
こ
と
は
、桜
児
の
死
を
「
寓
意
」（
内
田
賢
德
（
（2
（

）
し
て
も
い
る
。 　

9
の
歌
は
、
桜
児
と
い
う
名
に
ゆ
か
り
の
あ
る
桜
が
咲
い
た
ら
、
い
つ

も
あ
な
た
を
恋
し
く
思
う
こ
と
に
な
る
、
そ
れ
が
た
ま
ら
な
い
と
言
う
。

第
四
句
の
「
常
に
」
を
、
さ
ら
に
第
五
句
で
「
い
や
年
の
は
に
」
と
念
押

し
す
る
。
は
か
な
く
終
わ
っ
た
桜
児
の
時
間
と
、
繰
り
返
さ
れ
な
が
ら
永

続
す
る
悲
し
み
の
時
間
が
対
照
さ
れ
て
い
る
。

　

6
～
9
の
歌
に
は
、〈
う
つ
ろ
ひ
〉（
盛
り
の
時
が
過
ぎ
る
意〈
岩
波
古
語
辞
典
〉）

へ
の
鋭
い
意
識
が
認
め
ら
れ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
は
萬

葉
歌
人
た
ち
に
〈
う
つ
ろ
ひ
〉
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

後
期
萬
葉
に
お
け
る
〈
う
つ
ろ
ひ
〉
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
背
景

に
は
、
安
定
の
中
に
も
不
安
の
芽
が
宿
り
、
や
が
て
自
然
災
害
・
疫
病
に

見
舞
わ
れ
、
一
方
で
、
藤
原
氏
と
皇
族
・
伝
統
貴
族
の
対
立
も
激
化
す
る

八
世
紀
前
半
の
社
会
状
況
と
、
そ
れ
ゆ
え
に
受
け
入
れ
や
す
く
な
っ
て
い

た
、
仏
教
が
示
し
た
〈
無
常
〉
の
理
が
あ
る
。

五　

大
伴
家
持
の
〈
無
常
感
〉

　

こ
の
よ
う
な
後
期
萬
葉
の
中
に
あ
っ
て
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
を
通
し
て

〈
無
常
〉
を
見
据
え
て
い
っ
た
の
が
大お
お

伴と
も
の

家や
か

持も
ち

（
七
一
八
？
～
七
八
五
）
で

あ
る
。
家
持
に
は
、
次
の
よ
う
に
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
に
人
間
の
死
を
重
ね

た
歌
が
あ
る
（
家
持
ら
の
年
齢
は
数
え
年
）。

あ
し
ひ
き
の　

山
さ
へ
光
り　

咲
く
花
の　

散
り
ぬ
る
ご
と
き　

わ

が
大お
ほ

君き
み

か
も�

（
巻
三
・
四
七
七　

七
四
四
年
〈
天
平
一
六
〉〉
作
二
七
歳
）

世よ

の
中な
か

は　

数か
ず

な
き
も
の
か　

春は
る

花は
な

の　

散
り
の
ま
が
ひ
に　

死
ぬ
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べ
き
思お
も

へ
ば�

（
巻
一
七
・
三
九
六
三　

七
四
七
年
〈
天
平
一
九
〉
作
三
〇
歳
）

　

一
首
目
は
、
家
持
が
期
待
を
寄
せ
て
い
た
安あ
さ
か
の積
皇み

子こ

（
聖
武
天
皇
の
皇
子
）

が
一
七
歳
で
突
然
亡
く
な
っ
た
と
き
に
作
っ
た
挽
歌
の
反
歌
で
あ
る
。
山

ま
で
が
光
る
ほ
ど
に
咲
く
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
は
、
周
囲
を
明
る
く
す
る
皇

子
の
徳
の
高
さ
を
讃
え
、
皇
子
に
仕
え
た
家
持
の
期
待
の
大
き
さ
を
示
す
。

そ
し
て
、
そ
の
花
が
た
ち
ま
ち
に
散
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
皇
子
の
死
を

重
ね
る
。
花
に
譬
え
る
こ
と
で
、
皇
子
の
死
を
自
分
自
身
に
納
得
さ
せ
よ

う
と
す
る
と
と
も
に
、
咲
き
こ
ぼ
れ
る
花
の
よ
う
で
あ
っ
た
皇
子
の
印
象

を
い
つ
ま
で
も
記
憶
に
留
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

二
首
目
は
、
家
持
が
越
中
国
（
今
の
富
山
県
）
の
守か
み

に
着
任
し
て
ま
も
な

く
大
病
に
罹
っ
た
と
き
に
詠
ん
だ
長
歌
の
反
歌
。
鉄
野
昌
弘
に
よ
れ
ば
、

「
数
な
し
」
は
「
短
い
と
い
う
こ
と
を
含
み
つ
つ
、
本
質
的
に
は
寿
命
に

定
ま
っ
た
数
が
な
い
こ
と
。
即
ち
老
少
不
定
の
理（

（2
（

」
を
意
味
す
る
。〝
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
の
花
が
散
り
乱
れ
る
中
で
き
っ
と
死
ぬ
の
だ
ろ
う
と
思
う
と
〟

と
い
う
下
句
は
、
三
〇
歳
に
し
て
死
を
迎
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と

い
う
割
り
切
れ
な
さ
を
、
必
ず
散
る
花
の
定
め
に
よ
っ
て
受
け
入
れ
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
散
り
の
ま
が
ひ
に
」
の
「
ま
が
ひ
」
は
、
入
り
乱
れ
て
見
分
け
が
つ

か
な
い
こ
と
を
言
う
。
家
持
の
命
が
、
散
り
乱
れ
る
花
に
紛
れ
る
よ
う
に

し
て
失
わ
れ
る
と
い
う
陰
影
も
含
ん
で
い
る
（
橋
本
達
雄
（
（2
（

）。
ま
た
、
散
り

乱
れ
る
花
び
ら
は
、
咲
い
て
い
た
花
が
こ
ぼ
れ
ん
ば
か
り
で
あ
っ
た
こ
と

も
想
像
さ
せ
る
。「
数
な
き
も
の
か
」
の
疑
問
の
助
詞
「
か
」
に
は
、
老

少
不
定
の
理
を
受
け
入
れ
切
れ
な
い
家
持
の
心
情
が
宿
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
家
持
は
、
尊
崇
す
る
他
者
、
そ
し
て
自
分
自
身
の
死

を
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
〈
う
つ
ろ
ひ
〉
に
重
ね
る
こ
と
で
、
死
を
〈
無
常
〉
の

理
と
し
て
感
覚
的
に
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
一
方
、
咲
き
こ
ぼ
れ
る
花
が

失
わ
れ
る
こ
と
に
な
お
も
納
得
し
き
れ
ぬ
悲
し
み
を
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

　

家
持
は
二
首
目
の
歌
か
ら
三
年
後
の
七
五
〇
年
（
天
平
勝
宝
二
）
に
、〈
無

常
〉
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
っ
た
作
品
を
作
る
（
越
中
国
守
在
任
中
で
三
三
歳
）。

老
い
・
病
・
死
な
ど
の
直
接
の
き
っ
か
け
な
し
に
、〈
無
常
〉
そ
の
も
の

を
主
題
と
し
て
い
る
点
で
、
こ
の
作
品
は
『
萬
葉
集
』
中
で
も
異
色
で
あ

る（
（2
（

（
二
首
の
反
歌
の
異
伝
は
省
略
し
て
引
用
）。

世よ
の
な
か間

の
無
常
を
悲
し
ぶ
る
歌
一
首 

幷あ
は

せ
て
短
歌

天あ
め

地つ
ち

の　

遠
き
初
め
よ　

俗よ
の

中な
か

は　

常つ
ね

な
き
も
の
と　

語
り
継つ

ぎ　

流
ら
へ
来き
た

れ　

天あ
ま

の
原　

振
り
放さ

け
見
れ
ば　

照
る
月
も　

満
ち
欠

け
し
け
り　

あ
し
ひ
き
の　

山
の
木こ

末ぬ
れ

も　

春
さ
れ
ば　

花
咲
き
に

ほ
ひ　

秋
づ
け
ば　

露つ
ゆ

霜し
も

負お

ひ
て　

風
交ま

じ
り　

黄も
み
ち葉

散
り
け
り　

う
つ
せ
み
も　

か
く
の
み
な
ら
し　

紅
く
れ
な
ゐの　

色
も
う
つ
ろ
ひ　

ぬ
ば

た
ま
の　

黒
髪
変
は
り　

朝あ
さ

の
笑ゑ

み　

夕
ゆ
ふ
へ

変か

は
ら
ひ　

吹
く
風
の　

見
え
ぬ
が
ご
と
く　

行ゆ

く
水
の　

止と

ま
ら
ぬ
ご
と
く　

常つ
ね

も
な
く　

う
つ
ろ
ふ
見
れ
ば　

に
は
た
づ
み　

流
る
る
涙な
み
た　

留と
ど

め
か
ね
つ
も

�

（
巻
一
九
・
四
一
六
〇
）

言こ
と

問
は
ぬ　

木
す
ら
春
咲
き　

秋
づ
け
ば　

黄も
み
ち葉

散
ら
く
は　

常つ
ね

を

な
み
こ
そ�

（
巻
一
九
・
四
一
六
一
）



─ 9 ─

う
つ
せ
み
の　

常つ
ね

な
き
見
れ
ば　

世よ
の
な
か間

に　

心
付つ

け
ず
て　

思
ふ
日

ぞ
多
き�

（
巻
一
九
・
四
一
六
二
）

　

長
歌
は
四
文
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
一
文
は
初
句
「
天あ
め
つ
ち地
の
」
か
ら

第
一
〇
句
「
満
ち
欠
け
し
け
り
」
ま
で
、
第
二
文
は
第
一
一
句
「
あ
し
ひ

き
の
」
か
ら
第
一
八
句
「
黄も
み
ち葉

散
り
け
り
」
ま
で
、
第
三
文
は
第
一
九
・

第
二
〇
句
「
う
つ
せ
み
も　

か
く
の
み
な
ら
し
」、
第
四
文
は
第
二
一
句

「
紅
く
れ
な
ゐの

」
か
ら
第
三
五
句
「
留と
ど

め
か
ね
つ
も
」
ま
で
で
あ
る
。

　

第
一
文
で
は
、天
地
が
始
ま
っ
た
遥
か
昔
か
ら
、「
俗よ
の

中な
か

」（
俗
世
）
が
〈
常

な
き
〉
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
も
の
ご
と
の
真
実
を
示
す
神
話
の
よ
う
に

人
々
が
語
り
継
ぎ
伝
え
て
き
た
と
述
べ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら（

（2
（

、
今
「
天あ
ま

の
原
」
を
仰
ぎ
見
る
と
、
照
る
月
も
満
ち
て
欠
け
る
こ
と
に
気
づ
い
た
と

言
う
。『
萬
葉
集
』
で
は
「
天
の
原
」
は
「
空
」
と
は
異
な
り
、天
上
の
神
々

の
居
る
場
所
を
さ
す
。
天
地
の
始
ま
り
以
来
、
神
々
の
世
界
さ
え
、
今
も

〈
常
な
き
〉
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

第
二
文
で
は
天
上
世
界
か
ら
、
地
上
の
「
山
」
に
視
線
を
移
す
。
そ
の

梢
に
春
に
は
咲
き
匂
う
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
も
、
秋
に
は
「
露つ
ゆ

霜し
も

」（
冷
た
い

露
）
が
降
り
、風
に
交
じ
っ
て
黄
色
に
も
み
じ
し
た
葉
が
散
る
。〈
山
の
力
〉

さ
え
も
〈
う
つ
ろ
ひ
〉
に
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
第
三
文
で
は
、
照
る
月
や
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
を
根
拠
に
、「
う

つ
せ
み
」（
こ
の
世
を
生
き
る
人
間
）
も
、〈
常
な
き
〉
も
の
で
し
か
な
い
と

推
断
す
る
。

　

第
四
文
は
ま
ず
、
そ
の
〈
常
な
き
〉
さ
ま
と
し
て
、
赤
み
が
さ
し
て
生

命
力
に
満
ち
た
容
貌
が
失
わ
れ
、
漆
黒
の
髪
も
白
髪
と
な
る
と
い
う
身
体

の
衰
弱
・
老
化
を
描
く
。
続
く
「
朝あ
さ

の
笑ゑ

み　

夕
ゆ
ふ
へ

変
は
ら
ひ
」
は
、
時
間

の
幅
を
さ
ら
に
短
く
〈
一
日
〉
に
し
て
、
朝
の
笑
顔
が
夕
方
に
は
失
わ
れ

る
こ
と
を
言
う
。
こ
れ
は
家
持
が
安
積
皇
子
挽
歌
（
第
二
長
歌
〈
巻
三
・

四
七
八
〉）
で
、
皇
子
の
突
然
の
死
に
直
面
し
た
舎と
ね
り人

た
ち
を
、

［
…
］
頼
め
り
し　

皇み

子こ

の
御
み
か
ど

門
の　

五さ月
蠅ば
へ

な
す　

騒さ
わ

く
舎
人
は　

白
た
へ
に　

衣
こ
ろ
も

取
り
着
て　

常つ
ね

な
り
し　

笑ゑ

ま
ひ
振ふ

る

舞ま
ひ　

い
や
日ひ

異け

に　

変
は
ら
ふ
見
れ
ば　

悲
し
き
ろ
か
も

と
描
い
た
こ
と
を
踏
襲
し
、
喜
び
が
た
ち
ま
ち
悲
し
み
に
変
わ
る
こ
と
を

表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
四
一
六
〇
番
歌
で
は
、
直
前
の
老
い

に
つ
い
て
の
描
写
と
の
繋
が
り
を
考
え
る
と
、
朝
に
元
気
で
あ
っ
た
人
が

た
ち
ま
ち
夕
方
に
死
を
迎
え
る
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。

　

次
の
「
吹
く
風
の　

見
え
ぬ
が
ご
と
く　

行ゆ

く
水
の　

止と

ま
ら
ぬ
ご
と

く
」
は
、
七
六
三
年
（
天
平
八
）
派
遣
の
遣
新
羅
使
た
ち
が
歌
っ
た
「
古

挽
歌
」
の
「
行ゆ

く
水
の　

帰
ら
ぬ
ご
と
く　

吹
く
風
の
見
え
ぬ
ご
と
く　

跡あ
と

も
な
き　

世
の
人
に
し
て　

別
れ
に
し　

妹い
も

が
着
せ
て
し
」（
巻

一
五
・
三
六
二
五
）
に
よ
れ
ば
、
死
後
に
何
の
痕
跡
も
遺
さ
な
い
こ
と
を
譬

え
た
も
の
で
あ
る
。
四
一
六
〇
番
歌
で
は
そ
れ
を
よ
り
一
般
化
し
て
、〈
常

な
き
〉
こ
と
の
比
喩
と
し
て
い
る
。
そ
の
〈
う
つ
ろ
ひ
〉
を
見
る
と
涙
を

止
め
ら
れ
な
い
と
悲
嘆
す
る
。

　

第
一
反
歌
は
、
長
歌
の
第
二
文
を
受
け
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
木
で
さ
え
も

う
つ
ろ
う
の
は
、〈
常
な
き
〉
か
ら
だ
と
言
う
。
助
詞
「
す
ら
」
は
、「
そ
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の
承
け
る
語
か
ら
当
然
予
想
さ
れ
る
事
態
に
相
違
す
る
事
態
が
下
に
起
る

こ
と
を
示
す
」（
岩
波
古
語
辞
典
）
も
の
で
あ
り
、第
二
句
か
ら
第
四
句
は
〝
う

つ
ろ
う
は
ず
の
な
い
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
木
さ
え
う
つ
ろ
う
〟
と
い
う
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。〈
山
の
力
〉
を
発
現
さ
せ
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
木
は
、
家

持
に
と
っ
て
変
化
し
な
い
は
ず
、
あ
る
い
は
変
化
し
て
は
な
ら
な
い
も
の

で
あ
っ
た（

（3
（

。

　

第
二
反
歌
は
、
長
歌
第
四
文
に
述
べ
た
こ
と
を
さ
ら
に
抽
象
化
し
、
こ

の
作
品
全
体
の
結
び
と
し
て
い
る
。
長
歌
末
尾
の
「
に
は
た
づ
み　

流
る

る
涙な
み
た　

留と
ど

め
か
ね
つ
も
」
と
い
う
感
情
の
高
ぶ
り
は
、
第
一
反
歌
を
経
て

沈
静
し
、「
世よ
の
な
か間

に
心
付つ

け
ず
て
」
と
、
こ
の
世
に
執
着
し
な
い
こ
と
を

言
う
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
続
け
て
、「
思
ふ
日
ぞ
多
き
」
と
こ
の
世
へ
の
執

着
ゆ
え
の
物
思
い
の
日
々
が
果
て
る
こ
と
の
な
い
こ
と
を
嘆
く
の
で
あ
る（

（3
（

。

　

こ
の「
世
間
の
無
常
を
悲
し
ぶ
る
歌
」の
注
目
す
べ
き
第
一
の
点
は
、〈
無

常
〉
を
〈
盛
り
─
衰
滅
〉
に
お
い
て
捉
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
月
に
し

て
も
山
の
梢
に
し
て
、
実
際
に
は
盛
衰
を
繰
り
返
す
。
し
か
し
、
家
持
は

そ
れ
を
問
題
に
せ
ず
、
一
回
の
〈
盛
り
─
衰
滅
〉
に
目
を
向
け
る
。
ま
た
、

家
持
は
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
を
人
間
の
死
に
重
ね
た
歌
（
巻
三
・
四
七
七
、

巻
一
七
・
三
九
六
三
）
で
は
、
落
花
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
思
い
が
け
な
い
死

を
表
現
し
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
作
品
で
は
、
春
に
花
が
咲
き
秋
に
も

み
じ
が
散
る
と
い
う
時
間
の
幅
で
〈
無
常
〉
を
捉
え
て
い
る
。
人
間
の
老

い
と
死
の
必
然
性
を
証
し
立
て
る
も
の
と
し
て
、〝
山
の
梢
の
一
生
〟
を

俯
瞰
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

注
目
す
べ
き
第
二
の
点
は
、
二
重
傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
、〈
常
な
し
〉

と
い
う
こ
と
ば
（「
常
な
き
も
の
と
」、「
常
も
な
く
」、「
常
を
な
み
こ
そ
」、「
常
な

き
見
れ
ば
」）
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
家
持
の
言
う
「
常
」
と

は
何
か
。
こ
の
作
品
が
〈
無
常
〉
を
あ
く
ま
で
も
〈
盛
り
─
衰
滅
〉
と
し

て
捉
え
て
い
る
こ
と
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
月
が
照
り
、
花
が
咲
き
匂
い
、

人
間
が
紅
顔
・
黒
髪
で
笑
顔
で
あ
る
と
い
う
、
生
命
力
に
満
ち
た
〈
盛
り
〉

の
状
態
を
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
、家
持
が
得
た
い
と
願
っ
た
の
は
「
常
」

の
永
続

0

0

で
あ
る
。
そ
れ
が
、
時
間
を
超
越
す
る
〈
永
遠
〉
と
は
異
な
る
こ

と
に
注
意
し
た
い
。

　

第
三
の
点
は
、
こ
の
作
品
で
は
〈
無
常
〉
を
「
見
る
」
と
表
現
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
（「
常
も
な
く
う
つ
ろ
ふ
見
れ
ば
」、「
常
な
き
見
れ
ば
」）。
家
持
は

〈
無
常
〉
を
外0

か
ら
眺
め
る
立
場
を
と
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
近
時

の
論
で
は
、〈
無
常
〉
の
中
に
身
を
置
い
た
山
や
ま
の

上う
え
の

憶お
く

良ら

に
対
し
て
、〈
無
常
〉

を
対
象
と
し
て
捉
え
た
家
持
の
独
自
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。
確
か
に
憶

良
と
の
比
較
で
は
そ
う
言
え
る
。
し
か
し
、家
持
も
自
身
を
「
う
つ
せ
み
」

の
一
人
と
意
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
見
逃
せ
な
い（

（3
（

。
ま
た
、
家
持

は〈
無
常
〉の
外
に
思
い
切
っ
て
出
よ
う
と
も
し
て
い
な
い
。
家
持
は〈
無

常
〉
の
内0

に
あ
り
な
が
ら
、
こ
れ
を
外
か
ら
見
続
け
よ
う
と
す
る
足
場
の

定
ま
ら
な
い
位
置
に
居
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
た
だ
涙
を
流
す
外
な
く（

（3
（

（
長
歌
）、

ま
た
、「
世
間
」
へ
の
執
着
か
ら
の
離
脱
を
言
い
な
が
ら
、
脱
し
き
れ
ぬ

ま
ま
執
着
ゆ
え
の
物
思
い
に
悩
み
続
け
る
の
で
あ
る
（
第
二
反
歌
）。

　

こ
れ
ら
の
注
目
す
べ
き
三
点
か
ら
は
、
家
持
の
〈
無
常
感
〉
の
根
底
に

は
、「
こ
の
世
」
の
〈
盛
り
〉
へ
の
強
い
愛
着
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
は
、
家
持
に
と
っ
て
、
地
上
世
界
の
〈
盛
り
〉
を
象
徴
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す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

六　

桜
の
〈
無
常
感
〉
が
示
す
も
の

　

以
上
に
見
て
き
た
と
こ
ろ
を
、「
一　
〈
文
学
交
流
〉
の
視
点
か
ら
桜
と

〈
無
常
感
〉
を
考
え
る
」
で
示
し
た
問
題
意
識
に
沿
っ
て
整
理
し
た
い
。

　

日
本
文
学
に
お
け
る
桜
愛
好
の
出
発
点
で
あ
る
『
萬
葉
集
』
に
お
い
て
、

歌
人
た
ち
は
〈
山
の
花
〉
で
あ
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
の
旺
盛
な
生
命
力
と

そ
れ
を
も
た
ら
す
〈
山
の
力
〉
に
強
く
心
惹
か
れ
た
。
宮
殿
の
庭
園
に
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
を
植
え
た
の
も
、〈
山
の
力
〉
を
呼
び
込
み
、
宮
殿
と
そ
の
主

の
繁
栄
を
願
う
た
め
で
あ
っ
た
。
日
本
人
が
桜
を
好
ん
で
き
た
理
由
の
一

つ
に
は
〈
山
の
力
〉
へ
の
畏
敬
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
が
詩
に
詠
ん
だ
桜
の
花
も
「
異
郷
」
に
咲
く
花
で

あ
っ
た
。
日
本
に
お
い
て
も
セ
ル
ビ
ア
に
お
い
て
も
、
咲
き
こ
ぼ
れ
る
桜

は
、
日
常
か
ら
遠
い
世
界
の
生
命
力
を
具
現
す
る
憧
れ
の
対
象
で
あ
っ
た
。

　
〈
う
つ
ろ
ひ
〉
の
意
識
を
強
く
持
ち
始
め
た
後
期
萬
葉
の
歌
人
た
ち
は
、

花
期
の
短
い
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
に
惹
き
付
け
ら
れ
て
止
ま
な
い
心
を
、
つ
れ
な

い
恋
人
に
対
す
る
よ
う
に
嫌
み
や
恨
み
を
述
べ
る
と
い
う
形
で
表
現
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、
う
つ
ろ
う
が
ゆ
え
に
募
る
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
へ
の
愛
着
は
、
う

つ
ろ
う
こ
と
を
宿
し
な
が
ら
咲
き
匂
う
桜
の
花
を
全
面
的
に
肯
定
し
た
ツ

ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　

後
期
萬
葉
の
歌
人
の
中
で
も
家
持
は
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
に
尊
崇
す
る

安
積
皇
子
、
さ
ら
に
自
分
自
身
の
死
を
重
ね
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
死
を

〈
無
常
〉
の
理
と
し
て
受
け
入
れ
よ
う
と
し
な
が
ら
、
な
お
も
納
得
で
き

ぬ
悲
し
み
を
表
現
し
た
。

　

こ
の
葛
藤
を
、〈
無
常
〉
の
理
そ
の
も
の
に
向
き
合
う
こ
と
で
見
つ
め

よ
う
と
し
た
の
が
「
世
間
の
無
常
を
悲
し
ぶ
る
歌
」
で
あ
る
。
こ
の
作
品

に
お
け
る
〈
無
常
〉
と
は
抽
象
的
な
〝
生
々
流
転
〟
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
〈
う
つ
ろ
ひ
〉、す
な
わ
ち
〈
盛
り
─
衰
滅
〉
と
い
う
変
化
で
あ
っ
た
。

家
持
は
月
や
山
の
梢
と
と
も
に
、
人
間
の
身
体
も
〈
盛
り
─
衰
滅
〉
の
理

を
遁
れ
ら
れ
な
い
こ
と
を
外0

か
ら
「
見
る
」
こ
と
を
試
み
る
。
し
か
し
、

そ
の
家
持
自
身
も
〈
盛
り
─
衰
滅
〉
の
理
の
内0

の
存
在
で
し
か
な
い
。〈
無

常
〉
を
真
実
と
展
望
し
、
展
望
す
る
主
体
も
非
実
在
と
捉
え
て
、
無
常
も

有
常
も
な
い
絶
対
境
を
め
ざ
す
仏
教
者（

（3
（

と
は
異
な
り
、
家
持
が
足
場
の
定

か
で
な
い
位
置
に
立
っ
た
の
は
、〈
盛
り
〉
の
永
続
へ
の
願
望
、つ
ま
り
「
こ

の
世
」
へ
の
愛
着
の
並
々
な
ら
ぬ
強
さ
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
家

持
の
生
き
る
力
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
の
立
ち
位
置
は
い
か
に
も
不
安
定
で
あ
る
。
ツ
ル
ニ
ャ
ン

ス
キ
ー
も
〈
無
常
〉
か
ら
の
離
脱
を
め
ざ
す
こ
と
は
な
く
、
桜
の
花
が
表

象
す
る
〈
無
常
〉
を
「
喜
び
」
と
し
た
が
、
家
持
と
は
異
な
り
、
桜
の
花

に
、「
こ
の
世
」
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
「
こ
の
世
」
か
ら
遊
離
し
、
死

を
含
み
な
が
ら
充
足
す
る
美
を
見
た
。
こ
の
よ
う
な
充
足
性
が
ツ
ル
ニ
ャ

ン
ス
キ
ー
に
確
か
な
足
場
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
彼
の
〈
桜
の
哲

学
〉
は
西さ
い

行ぎ
ょ
う（

一
一
一
八
～
一
一
九
〇
）
や
兼け
ん

好こ
う

（
生
没
年
未
詳
。
一
三
五
二
年

七
〇
歳
位
）
に
近
接
す
る（

（3
（

。
家
持
が
持
ち
得
な
か
っ
た
立
ち
位
置
を
西
行

や
兼
好
が
手
に
入
れ
て
ゆ
く
道
筋
を
探
り
、
そ
れ
と
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー

の
〈
桜
の
哲
学
〉
の
響
き
合
い
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
次
の
課
題
と
な
る
。
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注（
1
）	
山
崎
佳
代
子
『
セ
ル
ビ
ア
・
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
詩
と
『
日
本
の
古
歌
』』

（
第
305
回
日
文
研
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
六
）、

同
「
ミ
ロ
シ
ュ
・
ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
と
『
日
本
の
古
歌
』」（
青
山
学
院
大

学
文
学
部
日
本
文
学
科
編
『
文
学
交
流
入
門
』
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
二
三
）

に
拠
る
。

（
2
）	「
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
」の
定
義
は
、塩
川
伸
明『
民
族
と
ネ
イ
シ
ョ
ン
─
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
難
問
』（
岩
波
新
書
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
）
に
拠
る
。

塩
川
に
よ
れ
ば
、「
民
族
」
は
国
や
こ
れ
に
準
じ
る
政
治
的
単
位
を
持
つ
べ
き

で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
に
至
っ
た
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
ま
た
、「
国
民
」
は

国
家
の
正
統
な
構
成
員
の
総
体
を
意
味
す
る
。

（
3
）	

以
上
の
〈
文
学
交
流
〉
の
視
点
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
小
松
靖
彦
「
生
と

死
の
あ
わ
い
─
天
智
天
皇
挽
歌
と
天
武
天
皇
挽
歌
を
通
じ
て
─
」（（『
萬
葉
集

研
究
』
第
四
二
集
、塙
書
房
、二
〇
二
三
）、同
「〈
文
学
交
流
〉
と
い
う
視
点
」

（『
文
学
交
流
入
門
』）（
注
（
1
）
書
）、
同
「『
萬
葉
集
』
の
鳥
、『
源
氏
物
語
』

の
鳥
─
「
鶯
」
を
中
心
に
─
」（A

nalecta N
ipponica, 2023

）
と
ほ
ぼ
同

文
で
あ
る
。

（
4
）	

散
る
桜
な
ど
に
「
日
本
特
有
の
美
意
識
」
を
見
る
通
説
に
対
す
る
空
井
伸

一
の
痛
烈
な
批
判
に
与
し
た
い
（『「
国
文
学
」
の
批
判
的
考
察　

江
戸
の
テ

キ
ス
ト
か
ら
古
典
を
考
え
直
す
』（
第
2
章
・「
無
常
」
と
「
美
」
日
本
的
連

関
に
つ
い
て
の
批
判
的
考
察
─『
方
丈
記
』
と
『
徒
然
草
』、『
雨
月
物
語
』「
浅

茅
が
宿
」
を
通
じ
て
、
文
学
通
信
、
二
〇
二
〇
）。

（
5
）	

プ
ラ
ト
ン
『
テ
ィ
マ
イ
オ
ス
』
の
時
間
論
を
、「
文
明
が
滅
び
た
後
、
人

類
が
絶
え
た
後
、
太
陽
系
が
終
末
を
迎
え
た
後
…
…
。
さ
ら
に
先
を
想
像
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が
積
み
上
げ
て
い
る
ご
く
ご
く
小
さ
な
営
み

は
、
一
体
何
な
の
で
し
ょ
う
」（
一
九
五
頁
）
と
い
う
視
点
か
ら
読
み
解
い
た

哲
学
者
の
納
富
信
留
の
問
題
意
識（『
プ
ラ
ト
ン
と
の
哲
学　

対
話
篇
を
よ
む
』

岩
波
新
書
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
）
を
本
稿
も
引
き
受
け
る
も
の
で
あ
る
。

（
6
）	

山
崎
注
（
1
）
書
、
一
〇
頁
。

（
7
）	

ツ
ル
ニ
ャ
ン
ス
キ
ー
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
山
崎
注
（
1
）
書
（
一
三
～

一
四
頁
）
に
よ
る
。

（
8
）	

山
崎
注
（
1
）
書
、
一
七
頁
。

（
9
）	

山
崎
注
（
1
）
書
、
三
七
頁
。

（
10
）	

山
崎
注
（
1
）
書
、
三
八
頁
。

（
11
）	

山
崎
注
（
1
）
書
、
四
六
頁
。

（
12
）	

山
崎
注
（
1
）
書
、
五
五
頁
。

（
13
）	

山
崎
注
（
1
）
書
、
五
七
頁
。
な
お
、
山
崎
に
よ
れ
ば
、「
セ
ル
ビ
ア
北

部
の
丘
は
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
の
名
産
地
で
あ
り
、
春
は
見
渡
す
限
り
花
が
咲
き

ほ
こ
ろ
ぶ
。「
ス
ト
ラ
ジ
ロ
ヴ
ォ
」
の
「
桜
の
樹
」
と
「
桜
の
実
」
は
実
景
で

も
あ
る
」（
五
三
頁
）
と
い
う
。
今
日
セ
ル
ビ
ア
で
産
す
る
サ
ク
ラ
ン
ボ
は
ス

ミ
ミ
ザ
ク
ラCerasus vulgaris M

ill.

の
実
で
あ
る
。
葉
が
伸
び
る
前
に
白

い
花
が
密
集
し
て
咲
く
。

（
14
）	
ラ
ン
コ
・
ポ
ポ
ビ
ッ
チ
（
コ
ソ
ボ
出
身
の
セ
ル
ビ
ア
人
サ
ッ
カ
ー
指
導
者
）

が
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
サ
ッ
カ
ー
の
独
創
性
に
つ
い
て
、「
バ
ル
カ
ン
半
島
で

は
遺
産
相
続
は
意
味
が
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
二
代
と
平
和

が
続
か
ず
に
、
戦
争
が
起
き
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
何
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ご
と
も
一
代
で
作
り
だ
す
し
か
な
い
。
自
分
で
何
と
す
る
し
か
な
い
、
と
い

う
考
え
が
私
た
ち
に
は
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
の
で
す
」（
木
村
元
彦
『
コ
ソ
ボ 

苦
闘
す
る
親
米
国
家
』、
六
四
頁
、
集
英
社
、
二
〇
二
三
）
が
想
起
さ
れ
る
。

（
15
）	

折
口
信
夫
「
花
の
話
」（『
折
口
信
夫
全
集
』
第
二
巻
、
中
公
公
論
社
、

一
九
七
二
）に
始
ま
り
、桜
井
満（『
万
葉
の
花
─
花
と
生
活
文
化
の
原
点
』〈
雄

山
閣
、
一
九
八
四
〉
な
ど
）
ら
が
展
開
し
た
説
。

（
16
）	『
萬
葉
集
』
の
桜
が
〈
山
の
花
〉
で
あ
る
こ
と
は
、桜
井
注
（
15
）
書
（
二
〇

頁
）、
中
西
進
『
花
の
か
た
ち
─
日
本
人
と
桜
─
（
古
典
）』（
一
三
頁
、
角
川

書
店
、
一
九
九
五
〈『
中
西
進
著
作
集
』
7
、
一
八
頁
、
四
季
社
、
二
〇
〇
九
〉）、

田
中
夏
陽
子
「
万
葉
び
と
と
桜
─
そ
の
心
象
世
界
─
」（『
四
季
の
万
葉
集
』

高
岡
市
万
葉
歴
史
館
論
集
12
、
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
九
）
な
ど
に
指
摘
を
見
る
。

（
17
）	「
染
井
吉
野
」
の
よ
う
な
栽
培
品
種
名
の
学
名
、
お
よ
び
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の

よ
う
な
種
名
の
学
名
の
表
記
は
、
勝
木
俊
雄
『
桜
』（
岩
波
新
書
、
岩
波
書
店
、

二
〇
一
五
）
に
従
う
。
た
だ
し
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
に
つ
い
て
は
、
勝
木
書
以
後

に
改
正
さ
れ
た
学
名
と
す
る
。

（
18
）	

勝
木
注
（
17
）
書
、
第
2
章
・ʻ

染
井
吉
野
＇。

（
19
）	

勝
木
注
（
17
）
書
、
第
4
章
・
山
の
桜
、
一
五
九
頁
。

（
20
）	

海
老
澤
一
彦
「
山
桜
は
「
群
れ
な
い
」。」（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
特
定
非
営

利
法
人　

地
球
野
外
塾
」）
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（
二
〇
二
四
年
四
月
一
日
閲
覧
）

（
21
）	

前
期
萬
葉
の
歌
に
は
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
花
の
咲
き
散
る
さ
ま
を
、
人
の
集

散
に
譬
え
た
「
桜
花
咲
き
か
も
散
る
と
見
る
ま
で
に
誰た
れ

か
も
こ
こ
に
見
え
て

散
り
行ゆ

く
」（
巻
一
二
・
三
一
二
九　

柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
集
略
体
歌
）
が
あ
る
。

石
田
千
尋
は
こ
の
歌
を
「
多
く
の
人
々
が
集
ま
る
場
に
お
け
る
人
々
の
動
き
・

往
来
の
活
発
な
な
さ
ま
・
活
況
を
内
部
の
視
点
か
ら
表
し
た
歌
」
で
あ
り
つ
つ
、

「
人
と
人
と
の
出
会
い
の
奇
縁
と
い
う
人
生
へ
の
深
い
観
想
を
誘
う
要
素
を

持
っ
」（
三
四
五
頁
）
た
、
文
字
で
歌
を
書
く
こ
と
に
よ
る
創
意
の
産
物
と
捉

え
る
（『
古
事
記
の
歌
と
譚
』
第
二
部
第
一
章
・
柿
本
人
麻
呂
歌
集
歌
の
〈
見

立
て
〉
─
『
万
葉
集
』
三
一
二
九
番
歌
を
め
ぐ
っ
て
（
一
）
─
、
新
典
社
、

二
〇
二
三
）。

（
22
）	

茨
城
県
林
業
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
水
戸
市
小
吹
町
の
標
高
三
〇
メ
ー
ト
ル
の

平
坦
地
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
そ
の
開
花
時
期
は
一
～
二
週
間

（
引
田
裕
之「
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
開
花
・
結
実
の
特
徴
と
種
子
の
取
り
扱
い
方
」『
研

究
成
果
解
説
』N

o.30

、
茨
城
県
林
業
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
八
・
二
）

（
23
）	

内
田
賢
德
「
巻
十
六　

桜
児
・
縵
児
の
歌
─
主
題
と
方
法
─
」『
萬
葉
集

研
究
』
第
二
〇
集
、
二
九
九
頁
、
塙
書
房
、
一
九
九
四
。

（
24
）	

鉄
野
昌
弘
『
大
伴
家
持
「
歌
日
誌
」
論
考
』
第
二
部
第
二
章
・
天
平
勝
宝

八
歳
六
月
一
七
日
作
歌
六
首
を
め
ぐ
っ
て
、
二
六
三
頁
、
塙
書
房
、
二
〇
〇
七
。

（
25
）	

橋
本
達
雄
『
萬
葉
集
全
注　

巻
第
十
七
』、
一
三
七
頁
、
有
斐
閣
、
一
九
八
五
。

（
26
）	

青
木
生
子
『
古
代
文
芸
に
お
け
る
恋
愛
』
第
一
篇
第
二
章
第
二
節
六
・
大

伴
家
持
、
一
八
六
～
一
八
八
頁
、
清
水
弘
文
堂
書
房
、
一
九
六
九
（『
青
木
生

子
著
作
集
』
第
二
巻
、
一
九
〇
～
一
九
二
頁
、
お
う
ふ
う
、
一
九
九
八
）（
ａ
）、

同
『
萬
葉
集
全
注　

巻
第
十
九
』、五
五
～
五
七
頁
、有
斐
閣
、一
九
九
七
（
ｂ
）。

（
27
）	

已
然
形
で
言
い
放
つ
第
六
句
「
流
ら
へ
来
た
れ
」
は
、
多
く
の
注
釈
書
で

こ
こ
で
文
が
切
れ
る
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
が
、
武
田
祐
吉
『
増
訂
萬
葉
集
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全
註
釈
』
や
山
口
堯
二
（『
古
代
接
続
法
の
研
究
』
第
一
章
・
已
然
形
に
よ
る

接
続
法
─
確
定
条
件
法
の
前
段
階
─
、
一
一
頁
、
明
治
書
院
、
一
九
八
〇
）

の
よ
う
に
順
接
条
件
を
示
す
も
の
と
見
、〝
語
り
継
い
で
伝
え
て
来
た
の
で
、

今
そ
れ
を
確
認
す
る
と
…
〟
と
い
う
文
脈
と
解
釈
す
る
。

（
28
）	

第
一
〇
句
「
満
ち
欠
け
し
け
り
」、
第
一
八
句
「
黄
葉
散
り
け
り
」
の
助

動
詞
「
け
り
」
を
注
釈
書
は
、
過
去
か
ら
現
在
ま
で
の
継
続
の
意
（
ア
ス
ペ

ク
ト
）
と
解
釈
す
る
が
、
鉄
野
昌
弘
も
「
無
常
が
太
古
か
ら
語
り
伝
え
ら
れ

て
き
た
法
則
と
し
て
示
さ
れ
、
そ
の
知
識
を
も
っ
て
天
地
を
見
る
こ
と
で
、

月
の
満
ち
欠
け
や
、
木
々
の
変
化
が
「
盈
呉
し
け
り
」、「
も
み
ち
落
ち
け
り
」

と
発
見
さ
れ
る
」（
注
（
24
）
書
、第
二
部
第
四
章
・「
興
」
と
「
無
常
」
─
「
歌

日
誌
」
へ
の
試
論
─
、
三
三
七
頁
）
と
言
う
よ
う
に
、
気
づ
き
（
ム
ー
ド
）

と
と
る
べ
き
で
あ
る
。

（
29
）	

鉄
野
昌
弘
は
、
こ
の
表
現
が
山
上
憶
良
「
俗
道
の
仮
に
合
ひ
て
即
ち
離
れ
、

去
り
易
く
留
ま
り
難
き
こ
と
を
悲
歎
す
る
詩
一
首　

序
を
幷
せ
た
り
」
中
の

「
旦
作
席
上
之
主
、
夕
爲
泉
下
之
客
（
旦あ
し
たに

席
上
の
主あ

る
じと

作な

る
も
、
夕ゆ

ふ
へに

泉
下

の
客か
く

と
為
る
）」
に
近
く
、漢
詩
文
に
お
け
る
誇
張
と
説
明
す
る
（
注
（
24
）
書
、

第
二
部
第
四
章
・「
興
」
と
「
無
常
」、
三
三
四
～
三
三
五
頁
）。
私
は
こ
の
表

現
を
憶
良
の
句
同
様
に
〈
生
と
死
〉
の
対
比
を
示
し
た
も
の
と
と
り
た
い
。

（
30
）	「
す
ら
」
を
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
歌
の
「
言
問
わ
ぬ
木
」

と
い
う
表
現
は
、
木
を
人
間
よ
り
下
に
置
い
た
も
の
で
は
な
く
、「
岩い
は

木き

を
も

問
ひ
放さ

け
知
ら
ず
」（
巻
五
・
七
九
四
）、「
人
こ
そ
知
ら
ね
松
は
知
る
ら
む
」（
巻

二
・
一
四
五
）
の
よ
う
に
人
知
を
超
え
た
存
在
と
捉
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
31
）	

青
木
生
子
の
「「
思
ふ
」
は
、［
…
］「
心
つ
け
ず
て
」
と
意
志
し
つ
つ
、

そ
れ
は
思
念
に
と
ど
ま
り
、
し
か
も
一
方
で
「
思
ふ
（
嘆
く
［
引
用
注
、

四
一
六
二
番
歌
第
五
句
の
異
伝
の
本
文
］）
日
ぞ
多
き
」
と
い
う
諦
念
し
え
ぬ

心
の
ゆ
ら
ぎ
を
胸
中
に
宿
し
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
か
」（
注
（
26
書
ｂ
、

五
九
頁
）
と
い
う
解
釈
を
支
持
し
た
い
。

（
32
）	

鈴
木
道
代
「
大
伴
家
持
の
世
間
の
無
常
を
悲
し
む
歌
─
そ
の
仏
典
受
容
と

作
品
形
成
に
触
れ
て
─
」『
万
葉
古
代
学
研
究
年
報
』
第
一
六
号
、二
〇
一
八・三
、

大
島
武
宙
「
大
伴
家
持
に
お
け
る
歌
句
の
連
携
的
用
法
─
「
非
二

世
間
無
常
一
歌
」

の
表
現
か
ら
─
」『
萬
葉
』
第
二
三
七
号
、
二
〇
二
四・三
。

（
33
）	

鉄
野
昌
弘
も
「
家
持
は
、
自
然
界
の
推
移
か
ら
、
老
い
ゆ
き
、
こ
の
世
を

去
っ
て
行
っ
た
人
々
を
想
起
し
、
自
己
も
ま
た
そ
の
運
命
に
あ
る
こ
と
を
予

感
し
て
、悲
し
む
の
で
あ
る
」（
注
（
24
）
書
、第
二
部
第
四
章
・「
興
」
と
「
無

常
」、
三
三
五
頁
）
と
言
う
。
た
だ
し
、
私
は
、「
予
感
し
て
」
い
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
運
命
の
中
に
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
る
と
考
え
る
。

（
34
）	

仏
教
学
者
の
末
木
文
美
士
は
、「
世
間
の
無
常
を
悲
し
ぶ
る
歌
」
の
特
徴

と
し
て
、「
た
た
お
ろ
お
ろ
と
嘆
く
」
こ
と
を
挙
げ
る
（「『
万
葉
集
』
に
お
け

る
無
常
感
の
形
成
」『
東
洋
学
術
研
究
』
第
二
一
巻
第
一
号
、
一
九
八
二
・
五
）。

（
35
）	

小
林
智
昭
『
無
常
感
の
文
学
（
新
版
）』
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、

第
一
章
一
・
無
常
と
い
う
こ
と
、
弘
文
堂
、
一
九
六
五
。

（
35
）	

上
田
三
四
二
の
西
行
論
（「
花
月
西
行
」、「
地
上
一
寸
と
い
う
こ
と
─
あ

と
が
き
に
代
え
て
─
」『
こ
の
世　

こ
の
生
─
西
行
・
良
寛
・
明
恵
・
道
元
─
』

新
潮
社
、
一
九
八
四
）
を
参
照
し
た
。

【
付
記
】
本
稿
は
二
〇
二
四
年
四
月
五
日
（
金
）
に
、
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
の
ベ
オ



─ 15 ─

グ
ラ
ー
ド
大
学
文
献
学
部
東
洋
学
科
日
本
語
・
日
本
文
学
日
本
文
化
専
攻
課
程

で
行
っ
た
講
演
「『
萬
葉
集
』
の
桜
と
〈
無
常
感
〉
に
つ
い
て
」
に
基
づ
く
。
講

演
の
機
会
を
賜
っ
た
ダ
リ
ボ
ル
・
ク
リ
チ
ュ
コ
ビ
ッ
チ
氏
、
講
演
原
稿
を
セ
ル

ビ
ア
語
に
翻
訳
し
て
く
だ
さ
っ
た
サ
ー
ニ
ャ
・
ヨ
ー
カ
氏
、
ま
た
講
演
会
に
ご

参
加
く
だ
さ
っ
た
東
洋
学
科
長
エ
マ
・
ミ
リ
ュ
コ
ビ
ッ
チ
氏
、
山
崎
洋
氏
を
は

じ
め
と
す
る
教
員
・
学
生
の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。
講
演
で
は
、

石
田
吉
貞
『
隠
者
の
文
学
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
講
談
社
、
二
〇
〇
一
）
に
よ

る
〈
無
常
感
〉
の
分
類
（
⑴
転
変
の
理
、
⑵
虚
仮
の
理
）
を
用
い
た
が
、
そ
の
後
、

こ
の
分
類
と
そ
れ
に
よ
る
〈
無
常
感
〉
の
歴
史
的
把
握
（
⑴
か
ら
⑵
へ
）
は
不

十
分
と
考
え
削
除
し
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
別
稿
「〈
無
常
感
〉
ノ
ー
ト

―
〈
無
常
感
〉
の
文
学
を
捉
え
る
た
め
の
指
標
─
」（『
緑
岡
詞
林 

青
山
学
院

大
学
大
学
院
日
本
語
文
論
考
』
第
四
九
号
、
二
〇
二
五
・
三
）
で
論
じ
る
。

（
こ
ま
つ
・
や
す
ひ
こ
／
本
学
教
授
）


